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《 北米産大豆 》 

１６／１７年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省がこのほど発表した、１６／１７年度の世界大豆生産・需給予測によれば、米国

が減産となった一方で、ブラジル、アルゼンチン、中国、インドでの増産を反映し、生産量は

前年度比３.３％増の３億２，３７０万トンとなりました。 

生産高は増加見通しながら前年度に比べて期初在庫が減少することに加え、需要・輸出共に

堅調なことから、期末在庫は前年度比８.３％減の６，６３１万トンを見込んでいます。 

 また、同日発表された１６／１７年度の米国大豆生産・需給予測によれば、作付面積・単収・

生産量は据え置かれましたが、期初在庫の減少により、総供給量は前回比０．７％程下方修正

されました。さらに総需要量は搾油・輸出の増加により前回比０．４％増加したため、期末在

庫が減少し、在庫率も前回の７．８％から６．６％に低下しました。 

 

１６/１７年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億２，３７０万ｔ （対前年比     ３.３％増） 

消 費 量 ３億２，７９９万ｔ （対前年比     ３.１％増） 

期末在庫量 ６，６３１万ｔ   （対前年比     ８.３％減） 

期末在庫率 ２０.２％      （対前年度差 ２.５ポイント減） 

１６/１７年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億０,３４２万ｔ （対前年比     ３.３％減） 

消 費 量 ５，５５３万ｔ   （対前年比     １.０％増） 

輸 出 量 ５，１７１万ｔ   （対前年比     ８.０％増） 

期末在庫量 ７０６万ｔ     （対前年比    ２９.９％減） 

期末在庫率 ６.６％      （対前年度差 ３.２ポイント減） 

 

 

 

１６年産カナダ産大豆作付は４％減見通し、マニトバで増加もオンタリオで減 

 カナダ農務・農産食品省がこのほどまとめた、同国の穀物・油糧種子レポートによれば、 

１６年産大豆の作付面積は４％減の２１５万ｈａと予測しています。マニトバ州では土壌水分

が過剰な状態にありますが、作付は１０％拡大する見通しとなっています。一方でオンタリオ

州は冬小麦にシフトした関係で、作付は減少すると予想しています。生産高は平年単収を当て

はめた場合、１４％減の５３５万ｔとかなりの減産見通しとなっており、このため輸出・国内

需要も減少、期末在庫は３０万ｔを見込んでいます。 
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米国大豆作付率、発芽率ともに平年を上回る、作柄状況も良好 

 米農務省が６日に発表した、６月５日現在の米国大豆作付率は、主要１８州平均で８３％（前

週７３％、前年７７％、平年７７％）と平年を６ポイント上回って進捗しています。 

 同日現在の米国大豆発芽率は６５％（前週４５％、前年６０％、平年５７％）と平年を８ポ

イント上回っています。 

 また米国大豆作柄状況は、主要１８州平均で普通２４％（前週なし、前年２６％）、良好６

２％（前週なし、前年５８％）、優良１０％（前週なし、前年１１％）となっており、良・優

合わせて７２％と良好です。 

 

《 国産大豆 》 

〇平成２７年産国産大豆入札情報 

 平成２７年産国産大豆の５月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。 

それによると、上場数量８，２１０トンで、落札数量が５，６４１トン、落札率が６９％とい

う結果となりました。４月と比較すると、平均落札価格は、６０ｋｇ／３３６円の値下がりと

なりました。 

 普通大豆の銘柄別では、九州産フクユタカは福岡、佐賀では前月から下がりましたが、大分

では１万５，０６０円と高値になりました。落札率の低下に伴い、落札価格も北海道・東北・

東海など全国的に値を下げており、入札最終盤である６月の動きが注目されています。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １５年１１月    １，５０３ｔ    １，５０３ｔ    １００％  

     １２月    ３，５１１ｔ    ３，０９５ｔ     ８８％  

  １６年 １月    ８，８６５ｔ    ７，１１９ｔ     ８０％ 

 ２月    ８，８７２ｔ    ６，９１６ｔ     ７８％ 

 ３月    ８，３４１ｔ    ６，４３９ｔ     ７７％ 

 ４月    ８，５２８ｔ    ６，３６６ｔ     ７５％ 

５月    ８，２１０ｔ    ５，６４１ｔ     ６９％ 

                                              

    合 計   ４７，８３０ｔ   ３７，０７９ｔ   ７７．５％ 

 

２８年産国産大豆、北海道を中心に増加見込み 

 ＪＡ全農はこのほど、３月末時点現在の２８年産大豆の作付意向面積を発表し、２７年産の

作付面積から約５，２００ｈａ増の１２万１，１００ｈａの作付が見込まれるとしています。 

特に前年からの伸びが大きいのは北海道で小豆からの転換により約３，７００ｈａの増加を見

込んでいます。最終的な数字は７月に開催予定の「国産大豆に関する情報交換会」にて発表さ

れる見込みです。 


